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本セミナーは2026年1月開催予定本セミナーは2026年1月開催予定

「第7回全国知財創造実践甲子園」「第7回全国知財創造実践甲子園」

の事前研修会を兼ねています。の事前研修会を兼ねています。

本セミナーに参加することで本セミナーに参加することで

大会へのエントリー資格を大会へのエントリー資格を

得ることができます。得ることができます。

本セミナーは2026年1月開催予定
「第7回全国知財創造実践甲子園」
の事前研修会を兼ねています。
本セミナーに参加することで
大会へのエントリー資格を
得ることができます。

オンライン開催オンライン開催オンライン開催（ZOOMによる　※申込後、URLをご案内）（ZOOMによる　※申込後、URLをご案内）（ZOOMによる　※申込後、URLをご案内）

13：00 ～ 17：0013：00 ～ 17：0013：00 ～ 17：00
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創造されたもの創造されたもの
を尊重する！を尊重する！
創造されたもの
を尊重する！
知的財産のきまりを知る知的財産のきまりを知る知的財産のきまりを知る

身に
つ
く

知識

TEL：0836-85-9942
E-mail：ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp
website：http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/

この日に参加できない方は
後日オンデマンド受講も可能

（要申込）

特許を特許を
取りたい！取りたい！
特許を

取りたい！
商品企画をしたけど商品企画をしたけど
そのネーミングそのネーミング
商標大丈夫？商標大丈夫？

商品企画をしたけど
そのネーミング
商標大丈夫？

他の人の研究内容他の人の研究内容
参考にしたら参考にしたら
著作権侵害？著作権侵害？

他の人の研究内容
参考にしたら
著作権侵害？

お申込み

・「知的財産の基礎知識」レクチャー・「知的財産の基礎知識」レクチャー
・課題発見/アイデア発想ワークショップ・課題発見/アイデア発想ワークショップ
・企業課題の提示・企業課題の提示
・商標検索と特許検索演習・商標検索と特許検索演習
・研究者倫理～知的財産の尊重～について学習・研究者倫理～知的財産の尊重～について学習
・オンライン交流会（自由参加）・オンライン交流会（自由参加）

・「知的財産の基礎知識」レクチャー
・課題発見/アイデア発想ワークショップ
・企業課題の提示
・商標検索と特許検索演習
・研究者倫理～知的財産の尊重～について学習
・オンライン交流会（自由参加）

中高校生等向け知財創造
キャリア教育セミナー

主催：山口大学知的財産センター・知財創造教育地域コンソーシアム（中国地域）

～「全国知財創造実践甲子園」事前研修会 ～

申込締切は、2026年6月3日（水）までです。

https://forms.gle/YoqrKsFWhYo8mpdz6

【お問い合わせ先】
　山口大学 大学研究推進機構
知的財産センター
　〒755-8611　山口県宇部市常盤台2-16-1

新しい価値新しい価値
を創造する！を創造する！
新しい価値
を創造する！

課題を見出し、どうすれば変えられるかを考え実行する力課題を見出し、どうすれば変えられるかを考え実行する力課題を見出し、どうすれば変えられるかを考え実行する力

自分の思いや考えを文章・絵・音などで表現する力自分の思いや考えを文章・絵・音などで表現する力自分の思いや考えを文章・絵・音などで表現する力

将来を描き、夢を実行したり社会・文化を形成する力将来を描き、夢を実行したり社会・文化を形成する力将来を描き、夢を実行したり社会・文化を形成する力

６ ６６  ６６ ６

中学生、高校生中学生、高校生
学校内外の指導者の方学校内外の指導者の方
将来、教育に携わりたい大学生の方将来、教育に携わりたい大学生の方

中学生、高校生
学校内外の指導者の方
将来、教育に携わりたい大学生の方

（先生方の他、中・高校生の活動を支える地域の方や伴走者）（先生方の他、中・高校生の活動を支える地域の方や伴走者）（先生方の他、中・高校生の活動を支える地域の方や伴走者）

2026年2026年2026年 月月月 土土土

下記のURL、又は、右のQRコードからお申し込みください。

日日日

山口大学知的財産センター
准教授山口大学知的財産センター
准教授



陳内
秀樹、助教(特命)
木村
真二陳内
秀樹、助教(特命)
木村
真二山口大学知的財産センター 准教授  陳内 秀樹、助教(特命)
木村
真二

対象者

※詳細裏面

※

　探究学習の中で出会う様々な知的財産の疑問を解決するセミナーです。セミナーの中では実際　探究学習の中で出会う様々な知的財産の疑問を解決するセミナーです。セミナーの中では実際
の企業からの課題の提示もあり、実践的なキャリア教育としても位置付けられます。の企業からの課題の提示もあり、実践的なキャリア教育としても位置付けられます。
　また、指導者の方や教育に将来携わりたい大学生も参加可能です。探究学習とキャリア教育を　また、指導者の方や教育に将来携わりたい大学生も参加可能です。探究学習とキャリア教育を
知財創造教育の視点で見ると皆さんの取り組みもさらに深まります。知財創造教育の視点で見ると皆さんの取り組みもさらに深まります。

　探究学習の中で出会う様々な知的財産の疑問を解決するセミナーです。セミナーの中では実際
の企業からの課題の提示もあり、実践的なキャリア教育としても位置付けられます。
　また、指導者の方や教育に将来携わりたい大学生も参加可能です。探究学習とキャリア教育を
知財創造教育の視点で見ると皆さんの取り組みもさらに深まります。

202620262026

本セミナーは、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）の共通目的基金の助成を一部受け実施されています。

https://forms.gle/YoqrKsFWhYo8mpdz6


日　程

第７回
参加

無料

【発表形式】
・発表（動画事前提出）目安10分
・質疑応答　　　　　　 　  5分
・審査員コメント　　　  　 5分
 → 審査講評及び記念講演交流会
　　　　　　　　　　　　     （自由参加）

【表彰】
　最優秀の他、優秀作品について
　表彰を行います。（同日）

主催：山口大学 大学研究推進機構
知的財産センター、知財創造教育地域コンソーシアム（中国地域）
協賛：調整中
後援：調整中

1.  参加資格の確認※

2.  応募種別の検討（企業課題または自由課題）

3.  発表申込（12月上旬まで）

4.  応募書類の提出（12月中旬まで）

5.  発表動画の準備・提出（1月上旬まで）

6.  発表会当日 2027年1月（予定）に参加

1 23

オンデマンドで発表 オンラインで質疑応答・意見交換

【お問い合わせ・お申込み】
山口大学 大学研究推進機構
知的財産センター
〒755-8611　山口県宇部市常盤台2-16-1
TEL：0836-85-9942

E-mail：ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp
website：http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/

全国知財創造実践甲子園全国知財創造実践甲子園全国知財創造実践甲子園202620262026

◆ 発表会（2027年1月）の流れ
◆

◆ 過去の大会の様子
◆

◆ 応募から発表会までの流れ（予定）
◆

オンライン開催

※参加資格とは…
本大会は、参加資格として「知的財産に関する一定の学習」を
求めています。下記a～eいずれか１つ以上の修了をお願いします。

a. 2026.6.6の中高校生等向け知財創造・キャリア教育セミナー

　（兼 全国知財創造実践甲子園 事前研修会）に参加。

b. 過去の知財創造実践甲子園、もしくは、事前研修会に参加。

c.【オンデマンド版】事前研修会（4時間程度）をこれから受講。

d. 学校で知的財産に関する授業や研修を受けたことがある。

e. 山口大学の知財教育HPで公開されている動画のいずれかを見た。

e.  →c.  →

発表会を録画したものやZOOMの録画機能を使った録画など、多様なスタイルで発表しています。

2027年 月 午前中（予定）午前中（予定）午前中（予定）

*「知財創造教育」とは、発達段階に応じて、新たな発見や思考の源泉となる創造性を育むとともに、知的財産の保護・活用の重要性に対する理解の増進と態度形成を図り、もって知的財産の
創造に始まり、保護・活用に至る知的創造サイクルの好循環を生み出すための人材を育む教育です。（内閣府ホームページより　https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizaikyoiku.html）

　Society5.0価値デザイン社会に向け新しい学力観での教育が進む中、PBL等で中・高生が商品やビジネスモデ　Society5.0価値デザイン社会に向け新しい学力観での教育が進む中、PBL等で中・高生が商品やビジネスモデ
ルを生み出し実践的に学ぶケースが増えています。ルを生み出し実践的に学ぶケースが増えています。
　その実践の中には、知的財産の創造・保護・活用が含まれています。しかし、多くは、それが十分に意識され　その実践の中には、知的財産の創造・保護・活用が含まれています。しかし、多くは、それが十分に意識され
てはいません。結果、商標検索なしでの商品企画のネーミング、特許等の従来技術検索なしでの製品・サービスてはいません。結果、商標検索なしでの商品企画のネーミング、特許等の従来技術検索なしでの製品・サービス
化といった侵害に繋がる課題が生じつつあります。化といった侵害に繋がる課題が生じつつあります。
　また、逆に、せっかくのよい取り組みも知的財産として権利化されないまま知られてしまうことで、優れたビ　また、逆に、せっかくのよい取り組みも知的財産として権利化されないまま知られてしまうことで、優れたビ
ジネスモデルや製品アイデアも、企業での実施や社会実装が難しくなることも知られています。ジネスモデルや製品アイデアも、企業での実施や社会実装が難しくなることも知られています。
　そこで、それら生徒の取り組みについて、知的創造サイクル※の観点に重きをおいた発表会を設け、これら課　そこで、それら生徒の取り組みについて、知的創造サイクル※の観点に重きをおいた発表会を設け、これら課
題の解決に資することを目的とします。題の解決に資することを目的とします。
　また、これに応募する生徒は、各々の実践を知的財産の視点で見つめ直し、発表や共有で学び合うことで新た　また、これに応募する生徒は、各々の実践を知的財産の視点で見つめ直し、発表や共有で学び合うことで新た
な創発の機会に繋げます。な創発の機会に繋げます。

　Society5.0価値デザイン社会に向け新しい学力観での教育が進む中、PBL等で中・高生が商品やビジネスモデ

ルを生み出し実践的に学ぶケースが増えています。

　その実践の中には、知的財産の創造・保護・活用が含まれています。しかし、多くは、それが十分に意識され

てはいません。結果、商標検索なしでの商品企画のネーミング、特許等の従来技術検索なしでの製品・サービス

化といった侵害に繋がる課題が生じつつあります。

　また、逆に、せっかくのよい取り組みも知的財産として権利化されないまま知られてしまうことで、優れたビ

ジネスモデルや製品アイデアも、企業での実施や社会実装が難しくなることも知られています。

　そこで、それら生徒の取り組みについて、知的創造サイクル※の観点に重きをおいた発表会を設け、これら課

題の解決に資することを目的とします。

　また、これに応募する生徒は、各々の実践を知的財産の視点で見つめ直し、発表や共有で学び合うことで新た

な創発の機会に繋げます。

日本で唯一「知財」の観点からアプローチする中・高校生向けの発表大会日本で唯一「知財」の観点からアプローチする中・高校生向けの発表大会日本で唯一「知財」の観点からアプローチする中・高校生向けの発表大会

日 土土土

本大会は、一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）の共通目的基金の助成を一部受け実施されています。

過去の発表動画（一部）が右のQRコードよりご覧いただけます。→


	参加 無料
	中高校生等向け知財創造 キャリア教育セミナー
	2026
	～「全国知財創造実践甲子園」事前研修会 ～
	商品企画をしたけど そのネーミング 商標大丈夫？
	特許を 取りたい！
	他の人の研究内容 参考にしたら 著作権侵害？


	創造されたもの を尊重する！
	新しい価値 を創造する！
	６ ６
	13：00 ～ 17：00
	山口大学知的財産センター 准教授  陳内 秀樹、助教(特命) 木村 真二
	https://forms.gle/YoqrKsFWhYo8mpdz6
	オンライン開催


	第７回
	日　程
	日本で唯一「知財」の観点からアプローチする中・高校生向けの発表大会



	全国知財創造実践甲子園
	2026
	参加無料
	2027年

	◆ 応募から発表会までの流れ（予定） ◆
	参加資格の確認※
	応募種別の検討（企業課題または自由課題）
	発表申込（12月上旬まで）
	応募書類の提出（12月中旬まで）
	発表動画の準備・提出（1月上旬まで）
	発表会当日 2027年1月（予定）に参加

	◆ 発表会（2027年1月）の流れ ◆
	【発表形式】 ・発表（動画事前提出）目安10分 ・質疑応答　　　　　　 　  5分 ・審査員コメント　　　  　 5分  → 審査講評及び記念講演交流会 　　　　　　　　　　　　     （自由参加）
	【表彰】 　最優秀の他、優秀作品について 　表彰を行います。（同日）

	◆ 過去の大会の様子 ◆


